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新年のごあいさつ

宮津商工会議所
会頭　今　井　一　雄

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

皆さま方におかれましては、ご家族お揃いで2015年の輝

かしい新年をお迎えになったこととお慶び申し上げます。

昨年は、異常気象の年であったと気象庁が発表していまし

た。今までに経験したことがない大型台風、そして激しい雨

と土砂災害、一方では日照時間の少なさも目立っておりまし

た。地球温暖化も一因となっており、こうした現象は再び起

こる可能性があるといわれております。

１人ひとりが事業経営の中で、生活の中で地球温暖化の防

止に目を向けて取り組まねばならない時期が来ており、日頃

から気を配り取り組みたいものです。

さて、我が国の景気動向ですが、安倍総理のデフレ脱却を

目指した財政出動・金融政策・成長戦略の3本の矢による取

組は、景気回復の兆候が見られるものの、総じて、消費税率

引き上げの影響もあって消費の減退が長引くと共に円安によ

る原材料費等々の上昇が中小企業の経営を圧迫しておりま

す。

当地域にあっても、依然として厳しい状況にあり、また都

市部と地域との景気動向の格差が広がりを見せています。

昨年の12月、国会において突然衆議院が解散され、アベ

ノミクスを争点とした選挙戦では、政府与党が安定した得票

数で大勝しました。第3次安倍内閣には、地方創生・中小企

業対策に本腰を、そして財政再建や社会保障制度改革等にも

力を注がれるよう願っております。

当商工会議所では、昨年度、「事業推進課」を新設し、傘

下に「まちづくり企画推進チーム」「農水商工観連携チーム」

を設置しました。まちづくり企画推進チームでは、人口減少

が激しい地方では消費が盛り上がらず、経済規模の縮小はさ

らなる人口減を招くことから、宮津市の「海のみやこの物語」

プロジェクトを受け、そして京都府の「海の京都観光圏」と

連動し、当地が観光圏の中心地に相応しい「経済が発展する

活力あるまち」すなわち賑わいあるまちを目指して「宮津ま

ちづくり会議」を立ち上げ、議論を進めているところであり

ます。

まちづくり会議では浜町商業ゾーンＷＧ、浜町及び浜町周

辺まちづくりＷＧを設置し、27年度の初めには、今後のま

ちづくり推進のあり方、市街地各ゾーンの形成コンテンツ、

集客・地域振興拠点のイメージ等々を報告する予定で関係者

と議論を進めております。

また、当商工会議所として、ＫＴＲの上下分離による再構

築を契機に、ＫＴＲから中心市街地までの連携・強化を模索

していきます。

一方、農水商工観連携チームでは、宮津まちづくり会議と

一体となり魅力ある、そして賑わいあるまちづくりを進めて

いることから、訪れるお客さまを増やし、おもてなしする中

で宮津市の特産品を購入いただき、そして地元のものを食べ

ていただく施策を進め、地域の経済力を高めたいと考え「宮

津農水商工観連携会議」を立ち上げました。

連携会議では、事業コンセプトを検討しています。このコ

ンセプトは、食だけではなく人・文化など宮津の良さをスト

ーリー化する、そして現在取り組んでいるテーマもコンセプ

トに沿って、宮津にしかない高付加価値化に繋がるものに絞

り込み、まちづくり会議と連携して商品化を考え取り組みま

す。

その他、ビジターセンターについては、先に、当地域が

「海の京都観光圏」に認定され、宮津市のまちづくりに、特

に丹後地域のゲートウエイとなる浜町地区の賑わいの創出に

重要なことから、機能面の充実等について意見具申したとこ

ろであります。これからもお客さまの期待に応えるセンター

となっていくよう要望していきます。

商工会議所等支援機関は、昨年の小規模基本法の制定、小

規模支援法改正を受け、従来の経営改善普及事業に加え地域

経済の活性化も対象事業として位置づけられました。当所は、

経営革新等認定支援機関として力量の発揮が求められます。

さらに、昨年制定した宮津燈籠流し花火大会の運営マニュア

ルの見直し、天橋立の世界遺産登録に向けた取組も成さねば

なりません。

まだまだ、取り組まなければならないテーマ、挑戦しなけ

ればならないテーマがありますが、今は何を優先し取り組ま

なければならないか順位付けを行って、会議所の役職員一同

「現場に立脚した活動」を基本に会員に応えていきたいと考

えております。どうか関係各位のご指導、ご協力をお願いい

たします。

以上、新年にあたり所感の一端を申し述べさせていただき

ました。本年が会員の皆さまにとりまして実りの多い一年で

ありますよう祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。
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去る平成26年11月13日、経済産業大臣及び内閣府特命担当大臣から中小企業の新たな事業活動の促進に関す

る法律に基づく経営革新等支援機関として認定をいただきました。

本認定制度とは、近年、中小企業を巡る経営課題が多様化・複雑化する中、

中小企業支援を行う支援事業の担い手の多様化・活性化を図るため、「中小企業

経営力強化支援法」が施行され、その中で中小企業に対して専門性の高い支援

事業を行う経営革新等支援機関を認定する制度として創設されました。

認定制度は、税務、金融及び企業財務に関する専門的知識や支援に係る実務

経験が一定レベル以上の個人、法人、中小企業支援機関等を経営革新等支援機

関として認定することにより、中小企業に対して専門性の高い支援を行うため

の体制を整備するものです。

中小企業者は、認定経営革新等支援機関からの支援を受けることで、以下の

ようなメリットがあります。

・認定経営革新等支援機関のみが受付できる補助金制度の活用。
・経営改善計画作成時の費用補助制度の活用。
・日本政策金融公庫の融資金利の減免及び信用保証協会の保証率引き下げ。等

経営革新等支援機関に認定されました！！

2015年の新春経済講演会は、岩井克人先生をお招きし、政府が進める経済政策「アベノミクス」により

金融緩和や規制緩和等が進められる中、これからの会社がどうあるべきかについてご講演いただきます。

皆さま、是非ご聴講ください！！

岩井　克人 氏

「これからの会社のあり方」

＜講師プロフィール＞

1947年、東京都生まれ。1969年、東京大学経済学部卒。イェール大学助教授、

東京大学教授などを経て、現在、東京大学経済学部名誉教授。国際基督教大学

客員教授、東京財団上席研究員、日本学術会議会員。

「ヴェニスの商人の資本論」をはじめ、「貨幣論」（サントリー学芸賞受賞）、「会

社はこれからどうなるか」（小林英雄賞受賞）他著書多数。2007年紫綬褒章受勲。

■日　時■ 平成27年２月20日（金）

午後２時～４時

■場　所■ 京都北都信用金庫　本店大ホ－ル

■参加料■ 無　料

■その他■ 市営浜町立体駐車場をご利用ください。

（５時間無料）

◆◇◆◇ 2015新春経済講演会のご案内 ◆◇◆◇

講　　師

テ ー マ

あなたも宮津商工会議所青年部の一員となり、企業経営の勉強や会員と

の親睦を通して、情報交換や自己研鑚をはかり、事業所の発展、また自己

のスキルアップに役立ててみませんか？そして一緒に宮津を盛り上げまし

ょう！！お問合せ先：0772-22-5131（青年部事務局：矢野）

主催／宮津商工会議所、（公社）宮津納税協会、（公社）宮津納税協会宮津市支部法人部会

共催／京都北都信用金庫、近畿地区しんきん経営者協議会、近畿税理士会宮津支部

■申込み・お問合せ■

電話、FAX、Ｅメールにて宮津商工会議所へ

お申込みください。

TEL：22-5131 FAX：25-1690

Ｅ－mail： miyazu@kyo.or.jp

宮津商工会議所青年部
新入会員大募集！！



去る11月26日、平成26年度当所優良従業員表彰・会員表彰式が来賓を

はじめ多数の方々の参列のもと開催されました。

今井会頭からは、優良従業員表彰を受彰された方々、また会員表彰受

彰事業所の方々に対し、それぞれ長年の企業、地域に対する功績に対し、

敬意、感謝の辞が伝えられました。

続いて、優良従業員表彰受彰者である14事業所25名の方々、会員表彰

受彰者である５事業所の方々のお名前を１人ひとり読み上げ、今井会頭

から表彰状の授与が行われました。

表彰に対し、従業員表彰受彰者代表の矢野義和 様【丹後海陸交通㈱】は、

家族をはじめ多くの方々に支えていただいたおかげである。また、企業人として地域社会に貢献できるよう、

より一層精進していきたいと感謝の気持ちと決意を述べられました。続いて、会員表彰受彰事業所代表の長本

義浩 様【長本建具店】からは、まだまだ未熟ではあるが、市制60周年の節目の年に50周年を迎えることができ

たのは、地域の皆さまのおかげであると感謝の意を述べられました。

なお、本年度、会員表彰を受彰されました事業所の皆さまは次の方で

す。

本年度受彰された皆さま誠におめでとうございました。来年度も開催

予定ですので、対象の方々は是非申請をお願いいたします。

平成27年1月9日発行 第321号宮 津 商 工 会 議 所 会 報

当所会員事業所優良従業員表彰・会員表彰式を開催
14事業所25名の優良従業員の皆さま、5会員事業所の皆さまが受彰されました

去る10月29日（水）に宇治・城陽両市への視察見学会を開催いたしました。

当日は16名の会員の皆さまにご参加いただき、城陽商工会議所様を中心に取

り組んでおられる『燦彩糸プロジェクト』についてお話を伺ったあと、泉工

業㈱様を見学させていただきました。日頃、目にすることのない金銀糸の製

造工程の一部を間近で拝見するとともに、その糸を使った和服のよさを改め

て感じながら、城陽市をあとにしました。

その後、26年3月に改修が完了した宇治 平等院を見学し、観光客の多さに

驚きながら、天橋立の世界遺産登録への思いを新たにいたしました。

また、12月9日には15名の会員の皆さまの参加のもと、クリスマス・お正月

用のお花を使った「寄せ植え講習会」を開催いたしました。

どちらの事業も自己研鑽はもちろんですが、会員交流も図れ、楽しいひと

ときを過ごすことができました。参加いただきました皆さまにこの場をお借

りし御礼申し上げます。

なお、当女性会は新しい会員を募集しております。自己研鑽をはじめとす

る様々な事業を実施しておりますので、あなたも会員になって参加されませんか？

《入会についての問合せ》宮津商工会議所　総務課　122－5131

創業年数

創業50周年

創業50周年

創業50周年

創業年数

創業25周年

創業25周年

事業所名

長 本 建 具 店

カトレア理容院

ミナト理美容院

事業所名

ア ー ト 梅 谷

き ざ き

※創業年数毎、敬称略

＊＊＊＊　所得拡大促進税制をご存知ですか？　＊＊＊＊
所得拡大促進税制とは、給与等支給額を増加させた場合、増加額の10％を法人税【※1】から税額控除できる

制度です。平成26年4月1日より適用要件が緩和【※2】されており、まだ活用のチャンスがあります。個人事
業主にも同様の制度がありますので、是非この機会にご検討されてみてはいかがでしょうか？
※1 上限は法人税額の10％（中小企業者等は20％）まで　　※2 給与等支給増加割合の要件を5％から2％に変更等

詳しくは、近畿経済産業局（106-6966-6011）又は、経済産業
省経済産業政策局（103-3501-2259）までお問合せください。

検  索�所得拡大促進税制�で�HPをご利用の方は�

女性会活動報告＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊女性会活動報告＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊女性会活動報告＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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㈱フクヤは、宮津市に本社を置くスーパーマーケットチェーンです。

そんなフクヤが、平成26年１月から徳島にある㈱とくし丸と県外初とな

るフランチャイズ契約を結び、移動スーパーの営業を行っているのをご

存知でしょうか？

契機となったのは、近距離なのにタクシーで店舗に買い物に訪れるお

客様や80歳過ぎても買い物のために車を運転しているお客様の現状を知

ったこと。フクヤをご愛顧いただいていたお客様が、高齢化に伴う様々

な事情で店舗に来ていただけない現状をどうにかしたいという思いで取

組みが検討され、ネットスーパーや宅配、送迎などのいくつかの計画の

中から、本来「買い物」という行為が持つ、現物を「見て・触って・感じて・選ぶ」

という「楽しみ」をお客様に感じてもらえる移動スーパーの導入が決まりました。

現在、宮津市内では、上宮津、由良、栗田の３コースを週１～２回まわっておられ、

一軒一軒、家の前でお客様が商品を見て購入するシステムで営業されています。

宮津市内の３コースを回る「とくし丸 ３号車」の販売員である 沖 明生 さんは、

もともとご家族を介護する中で、「とくし丸」を利用したいとフクヤに問合せをした

のがきっかけで販売員となられました。「訪問したお客様からありがとうと言われる

ことが、なによりの励みであり、疲れも吹き飛ぶ。」と笑顔で話しておられました。

訪問の際は、商品の販売だけでなく、高齢世帯の見守り役として地域の課題にも取り

組んでおられます。

㈱フクヤでは、京都府北部で10～15台を走らせたいと考えておられ、今後、事業

の拡大及び販売員の募集を行っていかれるそうです。

去る11月21日、細川忠興公・ガラシャ夫人生誕450年記念事業

実行委員会では、大手川ふれあい広場の清掃を行いました。落葉

やゴミ拾いなど実行委員会関係者約50名に参加いただき、広場を

はじめ、しらかべの道やプロムナードなど広場周辺の清掃につい

ても行いました。細川ガラシャ像の建立１周年を迎え、地元の

方々や観光客の方々に親しんでいただいている中で、より一層市

民をはじめ多くの方々に集っていただける場所にしていきたいと

考えております。

実行委員会では、細川家ゆかりの地として、NHK大河ドラマ誘

致活動にも引き続き取り組んでおります。昨年から実施しており

ます「細川ガラシャ木像制作～ひとノミひと削り事業～」も本年度中に完成、お披露目の予定です。また、昨

年制作しました細川忠興公・ガラシャ夫人の愛されキャラ（ご当地キャラ）につきましても、市内外のイベン

トで活躍しており、徐々に認知いただいているところです。

皆さま方には、引き続き実行委員会の活動にご理解いただき、ご協力賜りますようよろしくお願いいたしま

す。

地域スーパーが取組む買い物困難者支援「とくし丸」とは？

○「ひとノミひと削り事業」の模様 ○西宮名塩SAでの観光キャンペーン

【H26.7.13「Lカードフェスティバル」】

細川忠興公・ガラシャ夫人生誕450周年記念事業実行委員会より

□■□■ 大手川ふれあい広場の清掃を行いました ■□■□


